













　　In order to recognize personal characteristics of a user by using the operations log, we 
developed a mechanism that acquires two different types (syntactic level and semantic lev-
el) of user’s operation log. We also developed the software in which the mechanism is em-
bedded. This mechanism is based on the user interface (UI) model, which we designed for 
implementing the adaptive user interface systems. The UI model has two types of dialog 
control component. With the use of the information which is used to control dialog, the 
mechanism can acquire these two different types of user’s operations log. The software al-
lows the study of user navigations. By the experiments with the software, we could verify 
the effectiveness of the mechanism.
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である。これらは互いに独立しているが、Presentation Componentと Presentation Con-
trolとの関係は他の関係と比較して結合度が高い。また、Presentation Component及び 1
つないし複数の Presentation Componentと対応している Presentation Controlから構成さ
れる塊を Interaction Objectと呼ぶこととする。
　このモデルでは Seeheimモデルと違い Presentation Control及び Dialogue Controlの 2
つの制御部分を持つ。Presentation Controlはユーザのイベントの処理を直接行い、Dia-































の結果または途中で Interaction Objectの範囲内だけで処理できない場合や Interaction 
Objectの役割が終了した場合に Dialogue Controlにメッセージを送付する。Dialog Con-
trolは対話進行に際して必要な処理があれば Application Interfaceに処理の依頼を行う。


























　本モデルの最大の特徴は前述のように Presentation Controlと Dialogue Controlという
2つの制御部分を持つことである。このことにより以下の利点をもつ。
（1）Presentation Controlが存在することによって、Eventの処理などの頻繁に行われる

















































　Task＝ Human Process＋ Software Process
　前節で述べた履歴に記録されるメッセージはこの定義に沿って大きく 2つに分類する
ことができる。1つは Human Processのうちソフトウェアを用いて行うものの実現をサ
ポートするためのメッセージであり、もう 1つは Software Processを実現するためのメッ
セージである。前者は Interaction Objectをユーザが操作することが直接の要因となった
メッセージであり、後者はソフトウェアの機能を実現するための内部処理をおこなうため
のメッセージである。前者のメッセージを User Driven Message（UDM）、後者のメッセー














　図 3に示したのが実際の Object Designerの構造である。Java 1.1の Delegation Event 
Modelを用いて Action Listenerに送られるイベントを Presentation Componentと Pre-
sentation Control間の通信とみなしている。またそれ以外の個々のコンポーネント間の
メッセージの通信には専用の通信機構を用意し、各Managerが Brokerとして通信の仲介








　　　Time, Event, Location, Key Modiﬁers, Click Count
　（2）メッセージレベル



























































　図 8は実験データを元にいくつかのこの分析には不必要なメッセージを除いた User 




　y＝ 1.1616 x＋ 48.683
で表すことができ、その相関係数も 0.8431でこのときの 1％有意水準が 0.834であるか
ら有意であるといえる。しかしながら、y切片である 48.683を理論的に説明できない。
そこで理論的には User Driven Messageがあってはじめて、System Driven Messageがポ
ストされるので y切片を 0として破線の方の回帰直線を求めた。この直線は
　y＝ 1.666x
で表され、相関係数は 0.7318となる。これは 5％有意水準が 0.707であるから 5％有意





　図 9を見ると標準残差が 2を超える値や－ 1を下回る値が見受けられる。これらの被験
























　y＝ 0.1404 x＋ 149.96
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